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共有デジタル地図業務のデータ DMデータファイルを検査するオプションについて説明します。 

 

 

DM ファイル 拡張 DM エディタ、GeoCoach3D 

共有デジタル地図検査 

・ 検査結果をリストアップ 

・ 問題箇所の確認 

 

問題箇所のファイル出力 

 

この説明書は次のバージョンに対応しています。 

アプリケーション バージョン ビルド 

拡張 DMエディタ 8.2.21 2019/04/22 

GeoCoach3D 8.2.21 2019/04/22 

 

このオプションを有効にするためにはオプションライセンスが必要です。オプションライセンスが設定されると、メニュ

ー「共有デジタル地図検査」を表示します。 
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1. メニュー「ダングル(未接続点)」 

線要素の端点について、未接続点が無いかを検査します。対象とする地物は、真幅道路、水涯線、行政界、建

物などです。 

 

未接続点 

 

指定された複数の分類コードの線要素全体について、端点を調べます。端点が、同じあるいは異なる分類コー

ドの線要素の頂点と一致している場合、OKとします。 

端点が他の線要素の頂点上になければ未接続点とします。つまり、端点が他の線要素の線上にあっても、頂点

上ではないので未接続点とします。 

 B1 

B2 

A1 

A2 

 

線 A の端点 A2 は、 

線 B の線分 B1-B2 上にあっても、未接続点となる 

 

３本以上の線の端点が同一座標の場合、OKです。 

 A1 

C1 

B1 
A2, 

B2 C2 

 

線 A の端点 A2、 

線 B の端点 B2、 

線 C の端点 C2 が同一座標 

 
 

線要素が閉じている（両端点が同じ座標）場合、OKです。 

 

始点と終点が同じ座標 
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すべて 

全ての線要素を検査します。 

 

分類コードをリストで選択 

リストで選択された分類コードの線を検査します。 

   

 

分類コードをファイルで指定 

ファイル(「4.分類コード指定ファイル」参照)で指定された分類コードの線を検査します。複数の分類コードの

組み合わせを再利用できます。 

 

未接続点を検出 

未接続点を検出する処理を実行します。 

 

XYZ 座標で検査 
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同一点座標を XYZ で判定します。 

 

XY 座標で検査 

同一点座標を XY で判定します。図郭線上の端点は対象外】端点が図郭線上にある場合、検査の対象外としま

す。隣接図郭との接合は[ チェック] - [ 図郭チェック] メニューの「図郭間の接合」で検査できます。 

 

長さゼロの線分を検出 

線要素の点列について、同一座標が連続している箇所を検出します。 

 

検査の結果は、ウィンドウ下の[ チェックリスト] パネルに表示します。項目を選択すれが、該当する端点を[3D

表示] パネルの中央に表示します。また、これらの情報はメニュー[ ファイル] - [ チェックリスト保存] で、各種フ

ァイルに保存できます。 

  

 

[ レポート] パネルに検査した分類コードやエラーの個数を表示します。 
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2. メニュー「端点とポリゴンの一致」 

線要素の端点について、同じ分類コードの線要素の端点と一致していない場合をリストアップします。但し、

端点が指定された面（ポリゴン）の内側にあるか接している場合は除外します。対象とする地物は、徒歩道、鉄

道、駅などです。 

 

駅 駅 

エラー端点 

面(ポリゴン) 

 

 

端点が他の線要素(同一分類コード)の端点と座標が一致する場合 OK 

端点が面(ポリゴン)に接するか、内側にあれば OK 

端点が他の線要素の中間点と同一座標であってもエラーとする 

 B1 

B3 

A1 

A2 

B2 

 

線 A の端点 A2 は、 

線 B の中間点 B2 上にあっても、 

B2 は端点でないのでエラーとなる 
 

線要素の両端点が同じ座標の場合 OK 

 
始点と終点が同じ座標の線要素 

 

端点が閉じた線要素の端点と一致している場合 OK 

 
始点と終点が同じ座標の線要素 

 

面( ポリゴン) は図郭で切れていても、両方の図郭が読み込んであれば、面として機能する 
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対象ポリライン 

検査する線要素を分類コードで指定します。 

 

参照ポリゴン 

面(ポリゴン)を分類コードで指定します。指定された分類コードの面・線要素で閉じている(始点と終点が同じ

座標)のものを面(ポリゴン)として扱います。 

 

XYZ 座標で検査 

同一点座標を XYZ で判定します。 

 

XY 座標で検査 

同一点座標を XY で判定します。 

 

図郭線上の端点は対象外 

端点が図郭線上にある場合、検査の対象外とします。隣接図郭との接合は[チェック]-[図郭チェック]メニューの

「図郭間の接合」で検査できます。 

 

検査の結果は、ウィンドウ下の[ チェックリスト] パネルに表示します。項目を選択すれが、該当する端点を[3D

表示] パネルの中央に表示します。また、これらの情報はメニュー[ ファイル] - [ チェックリスト保存] で、各種フ

ァイルに保存できます。 
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[ レポート] パネルに検査した分類コードやエラーの個数を表示します。 

  

 

面( ポリゴン) の確認のため、ポリゴンの内側に TIN を発生し、表示します。ウィンドウ右側の[ データ] パネル

の TINノードに「ポリゴン確認」を追加し、ここで TINの表示非表示など操作できます。 
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3. メニュー「ポリゴン内の代表点」 

境界線が領域を形成し、その中に必ずひとつの代表点(ラベル)があることを検査します。対象は、真幅道路、水

域、行政区、公園、駅などです。 

 

真幅道路 

宅地 

空き地 

宅地 

宅地 

代表点(ラベル) 

 

境界線 

  

 

真幅道路など境界線として指定された面・線要素から街区などの領域(ポリゴン)を計算し、注記や点などの代表

点(ラベル)との対応を検査します。 

V 代表点(ラベル)がない領域をリストアップします。 

V 複数の代表点(ラベル)が入っている領域をリストアップします。 

V 領域がない代表点(ラベル)をリストアップします。 

V 複数の領域に入っている代表点(ラベル)をリストアップします。 

V 領域を形成しない境界線あるいは端点をリストアップします。 

 

領域を形成しない境界線 

 

領域が複数の図郭にまたがり、隣の図郭が読み込まれていない場合、領域を形成しない境界線としてリストア

ップされてしまいます。 
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道路と水域など、２組の組み合わせを指定し、同時に検査できます。 

 

境界線 

境界線を形成する面・線要素を分類コードで指定します。面・線要素の頂点が領域の点となりますが、点が線

分上にある場合、領域にはなりません。 

 

 

A１ 

A2 

B１ 

線分 A1-A2 上に点 B1 があっても、 

B1-B2-B3-A2-B1 の領域はできない。 

B1-B2-B3-A2 が領域にならない線として

リストアップされる 

B2 

B3 

 

 

図郭線で境界を閉じる 

線要素が図郭線で切れている場合、図郭線で閉じたポリゴンにします。 

 

 

図郭線 

 

    境界線 

         境界線 

図郭線 

 

 ポリゴン 1 

            ポリゴン３ 

ポリゴン２ 
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代表点(ラベル) 

代表点(ラベル)の注記(E7)と点(E5)要素を分類コードで指定します。注記の場合、要素レコードの「代表点の座

標値」で領域の内外を判定します。 

 

点(E5) 

代表点(ラベル)で指定された分類コードの内、点(E5)について検査します。 

 

注記(E6) 

代表点(ラベル)で指定された分類コードの内、注記(E7)について検査します。 

 

ポリゴン確認用の TIN 表示 

組み合わせ１のポリゴンを確認するため、ポリゴン内に TIN を発生させ、表示します。 

 

検査項目 

リストアップする項目を指定します。 

 

境界線のネットワークの端点 

境界線からネットワークを作り、端点をリストアップします。境界線がポリゴンになっている場合、端点はあ

りませんが、ポリゴンにならないところがあればリストアップします。 

  

 ツールバーの「地図」の表示を OFFにすると、どこが切れているのかわかりやすくなります。 
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ポリゴンを形成しない境界線 

ポリゴンにならない境界線をリストアップします。上記の「境界線のネットワークの端点」は、ポリゴンにな

らない境界線がきれている点のリストアップですが、このオプションはそれぞれの境界線をリストアップします。 

 

ポリゴンを構成する境界線データがない場合、ぞれぞれの図郭について、代表点の数をカウントします。 

代表点の数 処理 

0 [レポート]パネルに赤色でその旨を表示し、[チェックリスト]パネルにも同じ内容で１項目

追加します。 

1 [レポート]パネルに代表点が一個の旨を表示します。 

2 以上 [レポート]パネルに代表点の個数を赤色で表示し、[チェックリスト]パネルに全ての代表点

をリストアップします。 

 

検査の結果は、ウィンドウ下の[ チェックリスト] パネルに表示します。項目を選択すれが、該当する端点を[3D

表示] パネルの中央に表示します。また、これらの情報はメニュー[ ファイル] - [ チェックリスト保存] で、各種フ

ァイルに保存できます。 

    

 

 

[ レポート] パネルに検査した分類コードやエラーの個数を表示します。 
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領域の確認のため、領域の内側に TINを発生し、表示できます。 

 

ウィンドウ右側の[ データ] パネルの TIN ノードに「misc」などを追加し、ここで TIN の表示非表示など操作で

きます。 
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ポリゴンの中にセントロイドの点(E5)がある場合、TINを次のよう色分けしています。 

分類 色 内容 

misc グレー ポリゴンの中にセントロイドの点(E5)がない場合、 

あっても、下記の分類コード以外の場合 

98?1 DMColorTable.csvの 9801の色 セントロイドの分類コードが 9801、9811 

98?2  DMColorTable.csvの 9802の色 セントロイドの分類コードが 9802、9812 

98?3 DMColorTable.csvの 98031の色 セントロイドの分類コードが 9803、9813 

98?4 DMColorTable.csvの 9804の色 セントロイドの分類コードが 9804、9814 

98?5 DMColorTable.csvの 9805の色 セントロイドの分類コードが 9805、9815 

98?9 DMColorTable.csvの 9809の色 セントロイドの分類コードが 9809、9819 
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4. メニュー「ポリゴン内の代表点(セントロイド発生)」 

2013 年 3 月 8 日のバージョン 7.0.11D までは、メニュー「ポリゴン内の代表点」にあったセントロイド発生機

能を別メニューにわけて、セントロイドの発生を改良しました。 

 

 

 

代表点がないポリゴンにセントロイド(9991)発生(道路以外) 

図郭全体を道路と道路以外に分けて、道路以外のポリゴンにセントロイドの点(E5)を発生します。 

 

代表点がないポリゴンにセントロイド(9992)発生(中州) 

河川の中州のポリゴンにセントロイドの点(E5)を発生します。 

 

以下の説明で、セントロイドの点の分類コードを 9991 あるいは 9992 としていますが、分類コードはダイアログ

で任意に指定できます。 

 

4.1. 代表点がないポリゴンにセントロイド(9991)発生(道路以外) 

代表点がないポリゴンについて、ポリゴンの中央付近に分類コード=9991 の点(E5)を発生し、DM データに付

加します。既に、ポリゴンの中に 9991 の点がある場合、追加しません。 

分類コード=9991 の点を調べることで、道路へのセントロイド設定の抜けを検出しやすくするための機能です。 

下図は「代表点がないポリゴンのみを表する」と「代表点がないポリゴンにセントロイド(9998)発生」を選択し

て実行した結果です。 
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隣接する図郭があっても、図郭毎に道路以外のポリゴンを作成し、セントロイドを発生します。 

 

 

確認リストの行をクリックすることで、該当する点(E5)を「3D 表示」パネル中央に表示し、点(E5)選択した状
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態にします（ウィンドウの右側の「要素パネル」に表示します）。 

 

分類コードを変更するには、「要素パネル」で分類コードを入力して「変更」ボタンを押します。 

 

 

発生した 9991 の点(E5)は DM に保存します。DM を開いてからリストアップするには、メニュー「ツール」の

「要素リストアップ」を使います。「分類コードを選択」で、9991 を指定して、リストアップします。 
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「確認リスト」あるいは「チェックリスト」にリストアップされている点の情報をファイルに記録するには、

メニュー「ファイル」の「チェックリスト保存」が使えます。また、CSV 形式で保存した情報は、メニュー「チ

ェックリスト参照(CSV)」で開いて、再度「チェックリスト 1」に表示できます。 
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最後に、分類コード 9991 の点(E5)を削除するには、メニュー「ツール」「要素リストアップ」の「該当する要

素を削除する」でまとめて削除できます。 

 

 

4.2. 代表点がないポリゴンにセントロイド(9992)発生(中州) 

河川の中州のポリゴンにセントロイドの点(E5)を発生し、DM データに追加します。 

基本的な機能は上記の「代表点がないポリゴンにセントロイド(9991)発生(道路以外)」と同じです。 

次の設定ファイルを前提にしています。 

  

上記の「5101」「5121」「9011」の線から発生した TIN の領域のうち、代表点がない「中州」となっているポ

リゴンの内側に点(E5)を発生します。下図で、グレーのポリゴンが「中州」判定された部分です。 
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「確認リスト」を見ていくことで、代表点が設定されていないポリゴンの有無を確認できます。 
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5. メニュー「注記と地物の関連」 

注記が何らかの地物と関係があることを検査します。注記と地物は「関連性を示す線」で結ばれていることを

検査します。 

 

 

○○小学校 注記 

 

関連を示す線 

 

地物 

 

以下の項目を検査します。 

V 注記は必ず関連を示す線で地物と結ばれている。関連を示す線が無い注記、関連を示す線が地物に繋がっ

ていない注記をリストアップする。 

V 関連性を示す線は必ず注記と地物を結んでいる。注記に繋がっていない、あるいは地物に繋がっていない

線をリストアップする。関連性を示す線の片側の端点は地物の面(E1)・線(E2)の頂点上にあるか、あるい

は点(E5)と同じ座標になければエラーとなる。関連性を示す線の片側の端点が地物の面(E1)・線(E2)の線

上にあっても、点上でなければエラーとします。 

 

 

○○小学校 

関連を示す線の端点が 

地物の線上にある場合 

エラーとする 

  

 

 

 

注記 

注記(E7)を分類コードで指定する。 
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関連を示す線 

線要素を分類コードで指定する。 

 

関連する地物 

面(E1)・線(E2) ・点(E5)を分類コードで指定する。 

 

検査の結果は、ウィンドウ下の[ チェックリスト] パネルに表示します。項目を選択すれが、該当する端点を[3D

表示] パネルの中央に表示します。また、これらの情報はメニュー[ ファイル] - [ チェックリスト保存] で、各種フ

ァイルに保存できます。 

  

  

[ レポート] パネルに検査した分類コードやエラーの個数を表示します。 
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6. メニュー「一括検査」 

上記４メニューの検査を一括して実行します。 

 

ダングル(未接続点) 

http://www.geocoach.co.jp/hel p/DMRelDangleDialog.pdf  

端点とポリゴンの一致 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelNetworkDialog.pdf  

ポリゴン内の代表点 

http://www.geocoa ch.co.jp/help/DMRelNetworkDialog.pdf  

注記と地物の関連 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelRelationDialog.pdf  

 

 

 

検査はそれぞれ直前に実行した設定で行います。OKボタンが押された時点で、GeoCoach3Dインストールフォル

ダ下の「ini 」フォルダに、「メニュー名＋.in i 」のファイル名で設定内容を記録しています。この設定内容が、

次回起動時のデフォルトになり、また一括検査の設定になります。 

設定内容は一括検査の実行時に[ レポート] パネルに表示します。選択されている項目は true 、選択されていな

い項目は false です。 

  

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelDangleDialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelNetworkDialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelNetworkDialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/DMRelRelationDialog.pdf
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7. メニュー「注記 CSV 保存」 

分類コードで指定した注記の文字列と座標を CSV 形式のファイルに保存できます。 

 

 

 

保存する CSV ファイルは次のような内容です。ヘッダ行はありません。 

列 型 内容 

１ 文字列 注記の文字列 

２ 実数 X 座標（メートル、数学座標） 

３ 実数 Y 座標（メートル、数学座標） 

４ 実数 Z 座標（メートル）注記の属性数値あるいは空白 

 

 



   

23 
 

8. メニュー「DM からシェープファイルへ変換(共有デジタル地図)」 

DM ファイルから、設定の CSV ファイルに従って、シェープファイルを作成します。 

 

 

 http://www.geocoach.co.jp/help/DMToShp4Dialog.pdf  

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMToShp4Dialog.pdf
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9. その他 

9.1. 分類コード指定ファイル 

分類コードを選択するリストのダイアログで、選択している項目が CSV 形式のファイルに保存できます。 

  

  

このファイルを「分類コードをファイルで指定」で選択することで、ファイルに記録された分類コードを指定

することができます。 

ファイルの１行目はヘッダで、２行目からがデータです。 

列 型 内容 

１ 文字列 文字‘+’か空白。‘+’の場合、選択されていることを意味し、空白の場合、選択されてい

ないことを意味します。 

２ 整数 ４桁の分類コード。 

３ 文字列 地物の名称。リード時には使用していませんから空白でも可。 

例 
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9.2. TIN の異常とノードチェック 

メニュー「共有デジタル地図検査」の「ポリゴン内の代表点」で、道路の TIN の形状がおかしくなる現象の例

がありました。 

 

TIN を作成する元の線(E2)が切れていたり、重なっていたりすると、このような現象が現れることがあります。 

メニュー「チェック」の「ノードチェック」で調べてみました。 
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2101(真幅道路)の線分と 9001 の線(E5)の一部が重なっていることが原因でした。9001 の端点を 2101 の点上に

移動することで、TIN は正常に作成できるようになりました。 
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9.3. 道路のセントロイドの点(E5)の表示色とサイズ 

DM の線(E1)や点(E5)の表示色は、拡張 DM エディタのインストールフォルダの DMColorTable.csv を参照し

ています。この表に道路のセントロイドの点の表示色を設定しています。 

 

1 列と 2 列は分類コードの最初と最後の分類コードで、3 列は 2 次元要素の色、4 列は 3 次元要素の色指定です。 

拡張 DM エディタのデフォルトでは、点(E5)は 2 ピクセル程度で表示しています。大きく表示したい場合、デ

ータパネルのポップアップメニューで調整できます。 
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「チェックリスト」あるいは「確認リスト」にリストアップされた点の表示サイズは、メニュー「表示」の「チ

ェックリストの点のサイズ」「確認リストの点のサイズ」で大きくできます。 

 

 

9.4. 点(E5)のコピー 

セントロイドなどの点(E5)を複製する方法です。 

① コピー元の点(E5)を選択 

② 「座標値」パネルのポップアップメニュー「[要素]複製」を選択 
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同じ位置に、分類コードなどが同じ点(E5)を追加し、選択された状態にします。 

③ 点移動もモードを指定します。 

 

④ 複製された点(E5)を、Ctrl キーを押しながら、移動先にドラッグします。 

 

9.5. ダイアログの記録 

ダイアログで OK ボタンを押したときの設定が記録され、次回起動時のデフォルトの設定なります。内容は

GeoCoach3Dインストールフォルダ下の ini フォルダに「ダイアログ名＋.ini 」というファイル名で記録していま

す。このファイルを削除すると、デフォルトの設定に戻ります。 

また、各ダイアログの「設定を保存」で、ダイアログの設定内容を CSV 形式で保存し、「設定を開く」で再現

できます。 

 

9.6. 更新記録 

【GeoCoach3D 2.24 2007/12/21】 

・ [ 共有デジタル地図検査] - [ ポリゴン内の代表点] で、道路と水域など、２組の組み合わせを指定して一度に検

査できるようにしました。また、ポリゴンの境界線を構成する要素がない場合、図郭にひとつの代表点が対

応することを検査する機能を追加しました。 

 

【GeoCoach3D 2.27 2008/02/05】 
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・ 検査メニューのダイアログに「OKリスト CSV」を追加しました。「OKリスト CSV」については、GeoCoach3D操

作説明書の「８．チェックメニュー」を参照してください。 

 

【2013/01/26】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.10A 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」に、オプション「境界線のネットワークの端点」を追加しました。 

  

・ メニュー「共有デジタル地図検査」のサブメニューのダイアログに「設定を保存」と「設定を開く」ボタン

を追加しました。 

 

【2013/02/ 25】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.1 1A 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」で、道路縁などの線(E2)の Z 値が 0 の三次元座標レコードと、二次元座標

レコードが混在する場合、道路縁内のポリゴンがおかしくなるケースを修正しました。 

 

【2013/03/ 04】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.1 1B 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」にオプション「代表点がないポリゴンのみ表示する」と「代表点がないポ

リゴンにセントロイド(9991)発生」を追加しました。また、TIN をセントロイドによる色分けしました。 

 

【2013/03/ 06】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.1 1C 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」にオプション「代表点がないポリゴンにセントロイド(9992)発生( 中州) 」

を追加しました。 

 

【2013/03/ 08】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.1 1D 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」で、作成したセントロイドの点(E5)そのものが表示されない問題を修正。 

 

【2013/03/ 18】 拡張 DMエディタ バージョン 7.0.1 1E 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」でのセントロイド発生を、メニュー「ポリゴン内の代表点( セントロイド発

生) 」に分離しました。 

・ メニュー「ポリゴン内の代表点」でのセントロイド発生オプションを使えないようにしました。 

 

2018/09/29 

✔各ダイアログに「ヘルプ」ボタンを追加 

 

2019/04/09 
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✔新メニュー「DM からシェープファイルへ変換 3」を追加 

 http://www.geocoach.co.jp /help/DMToShp3Dialog.pdf  

 

2019/04/22 

✔新メニュー「DM からシェープファイルへ変換(共有デジタル地図)」を追加 

 http://www.geocoach.co.jp/help/DMToShp4Dialog.pdf  

✔メニュー「DM からシェープファイルへ変換 3」は廃止 

 

http://www.geocoach.co.jp/help/DMToShp3Dialog.pdf
http://www.geocoach.co.jp/help/DMToShp4Dialog.pdf

